















A Philosophy of Holistic Environmental Management 


















































































































































































































































と、そこに愛があるのです」（クリシュナムルティ, 2010B, 17頁, 141～143頁）。 
 このような見方をより明確に理解するために、前にとりあげたイーブリン・ブロー
































































































































































































































































のです」（クリシュナムルティ, 2010D, 89頁）と指摘している。 
 クリシュナムルティの思想に依拠して、今日の人類の危機に私たちはどう生きるか
という問いに向きあい、一人ひとり独力で、自らの生き方となる「生きる哲学」を見
いだそう。その際、私たちは、外面だけでなく内面に向かい、全的な意識変容を実践
したい。私たちがどんな場にいても、私と人類は一体だと感じよう。マネジメントも
医療も学問も哲学も、あらゆる分野で、すべては人間の自由と幸福につながるように
実践したい。そのことが自ずと愛溢れる平和な社会につながることになろう。私たち
が自らの内面に向きあい、それぞれの持ち場で、人間が自由と幸福であるように生き、
愛溢れる平和な社会を実現することが、地球環境時代を生きる哲学として、今一人ひ
とりに問われているのではないだろうか。 
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